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地
域
集
会
施
設
助
成
制
度
は
、
地

域
の
集
会
施
設
の
建
設
費
に
市
が
単

独
で
助
成
（
補
助
・
融
資
）
を
し
て

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

五
十
五
年
度
か
ら
の
四
年
間
に
、
七

つ
の
集
会
所
が
こ
の
助
成
制
度
に
よ

っ
て
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
の

要
領
で
来
年
度
の
申
し
込
み
受
け
つ

け
を
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限
　
十
月
三
十
一
日
（
月
）

交
付
対
象
事
業
　
集
会
施
設
の
新
築
、

新
築
に
準
ず
る
改
築
、
購
入

交
付
額
の
基
準

①
補
助
率
…
補
助
事
業
費
の
百
分
の

三
十
五

②
補
助
事
業
費
の
最
高
限
度
額

④
四
十
戸
未
満
二
千
万
円

㊥
四
十
戸
以
上
百
戸
未
満
…
千
二
百

万
円
　
㊦
百
戸
以
上
…
千
三
百
万
円

③
補
助
対
象
建
築
単
価
、
一
平
方
材

当
た
り
八
万
円
以
内

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
　
詳
細
は
、

総
務
課
企
画
広
報
係
（
盈
七
－
三
一

一
一
番
内
線
一
二
三
）
へ
。

●
※
補
助
制
度
の
ほ
か
に
融
資
制
度

も
あ
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　象
秋の全国交通安全運動1
緊急交通事故防止運動i
　　　　　　　　　　毒
　　　　　　　　　　も　　・”9月30日までi

　　　　　　　　　　茎
　～県ぐるみ　　　　　　1
　　大きな輪になれ交通安全～　　1

　　　　　　　　　　；

危
険
物
取
扱
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試
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準
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習
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催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
・
萎
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．
垂
．
◆
ム
マ
◆
畜
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．
◆
・
看
．
◆
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聾
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◆
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璽
◆
“
華
◆
患
マ
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県
で
は
、
十
一
月
中
旬
に
危
険
物

取
扱
者
試
験
を
実
施
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
県
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、

そ
れ
に
備
え
た
受
験
準
備
講
習
会
を

つ
ぎ
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。

◎
期
日
　
十
月
二
十
日
㈲
、
二
十
一

日
働
◎
会
場
　
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振

十
月
－
日
は
市
民
と
語
る
日

■
十
月
一
日
・
午
後
三
時
～
七
時

■
市
役
所
市
長
室
で

■
フ
リ
ー
で
す
。
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
一
日
d
D
の
市
民
と
語
る
日
は

認
，
麟
灘
賠
藤
騨
鄭

　
の
鮮
織
玩
，
四
　
い
．
申
込
愈
、
市
総
務
課
企
画
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
係
（
費
七
ー
三
一
二
番
・
内
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

興
セ
ン
タ
i
（
ク
ロ
ス
ー
〇
十
日
町
）

◎
講
習
対
象
者
　
乙
種
第
四
類
の
危

険
物
取
扱
者
試
験
の
受
験
者

◎
受
講
料
　
危
険
物
協
会
員
…
三
千

円
　
非
協
会
員
…
六
千
円

◎
申
込
み
期
間
　
受
講
希
望
者
は
、

講
習
日
の
七
日
前
ま
で
に
十
日
町
地

域
消
防
本
部
予
防
課
（
a
七
－
一
五

五
五
番
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
は
先
着
順
百
二
十
名
に
な

り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

みどりの輪をひろげよう

〔交通事故相談〕　10月3日（月）

〔定例行政相談〕　10月20日休）

〔巡回内職相談〕　10月21日㈹

　　　いずれの相談も一
時間　午前10時～午後3時
会場　市役所市民相談室

　　　　　　離職　　　　　　　　　　＝蓑

　総理府統計局・都道府県・市区町村

調査対象となった世帯には、9月24日
頃より担当調査員が調査票を配布にお
伺いしています。こ協力をお願いしま
す。調査の問い合わせは、市総務課企
画広報係（智7－3口1番内線214）へ。

各種相談へ

　　　　　一10月は都市緑化月間一

　国及び地万公共団体では￥笛年10月を「都市緑化

月間」として定め。都市緑化￥都市公園保全美化運

動を展開します。

　うるおいのある街つくりをめざし￥私達一人ひと

りの理解と協力で。みどりの輪をひろげましょう。
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i憩爵の圓曜営業

iガソ鱗ン久タン畷輪番制鋤
：

i2日／山松商店川西給油所
　

i　　十日町石油十日町第一給油所

i　　村山商会燃料センター
ユ

：9日／大渕石油店栄橋給油所
：

1　　村昭石油十日町給油所
　

i　　アイランド商会上島給油所
ロ

：16日／長谷川石油下条給油所
ユ

1　　新潟ケンベイ美雪町給油所
ロ

：　　十日町木工十日町西給油所
ロ

i23日／山田屋商店四日町給油所
ロ

i　　中松商店十日町バイパス給油所　
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：　　小林石油十日町給油所　　　　　：
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

i30日／龍巳石油仙田給油所　　　　　i

i　　村山石油十日町給油所　　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

1　　村昭石油住吉給油所　　　　　：
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　り　甲　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　甲　一　一　甲　囎　一　一　一　一　輯　甲　一　一　一　一　。　一』

拳
．
、
一



止

昭和58年9月25日”lml8“IIll“”llll”II“川”1”ll”lll川””1“”II“Ill川”1川”川ll“llIIllIIllと’お’ガ夢3∂サ曳75ぜ棚r　l”III川II”川lllα）

疫
　
段
　
＆
　
穫
　
＆
　
＆
　
経
　
α

留
　
留
　
紹
　
舘
　
田
　
o
Q
Q
Q
　
舶
　
o
o

器
　
認
　
紹
　
鴎
　
田
　
田
　
船
　
o
o

oDoo
　
紹
　
田
　
田
　
田
　
田
　
紹
　
o
o

留
　
田
　
田
　
紹
　
田
　
田
　
舘
　
o
Q

oooo
　
田
　
田
　
田
　
田
　
田
　
田
　
o
o

田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Qo

田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
o

田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

田
昭
畑
疲
（
磁
Φ
薇
田
。
。

紹
　
　
　
　
　
愚
。。

田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Qo

Qo
QQ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
o

紹
　
紹
　
紹
　
o
o
o
o
　
田
田
　
紹
　
Q
p

きもの首都づくりへの第一歩
紹紹お∈B飴認紹田田
紹紹∈8留紹昭認鵯紹
舘紹紹∈B∈B∈B紹1　肥

嚢灘蕪1
田田留∈B田留昭出田
QQQQQQQQQQQQQΩQQQQ

田舘紹紹紹
田田昭紹舘
脂漏男紹
肥葭じ紹紹

離講灘
舘田舶舶紹
QQQQQQQQQQ

紹認紹紹∈8田田田田紹紹88鴎飴田紹
88田囎∈B∈B88麗舘㎎田館紹紹頭田田
　　　　　　老　舜

認　）優　　ε一，一ρ、　臼紹88留男紹舘

∈B関田紹紹田ω紹紹ピB∈B紹総館田飴
QQQOOQQQQQQQQQQQQOQQQQQQQQQQQQQQ

88888938888888B83888888
8田88紹留紹紹田m鯨鯨餓

1萎萎馨1機
8紹田紹磁礪鮒州聞輪
8田∈B田館舶田∈B痴田舶88
0000000000000000000QQQQ

～きもの21世紀への道をテーマに～

　
国
内
の
着
物
業
界
の
首
脳
を
一
同
に
集
め
、

・
第
一
回
全
国
和
装
サ
ミ
ッ
ト
が
、
十
六
・
十
七
．

．
日
の
両
日
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
「
き
も
の
二
十
一
世
紀
へ

・
の
道
」
を
テ
ー
マ
に
、
西
陣
、
桐
生
、
博
多
、

■
塩
沢
、
小
千
谷
な
ど
の
産
地
代
表
を
は
じ
め
、

，
流
通
や
小
売
の
代
表
、
約
三
百
人
が
参
加
し
、
主
、

．
催
者
の
一
人
で
あ
る
君
知
事
も
か
け
つ
け
ま
し
痂

蛎
た
。

　
会
議
で
は
、
長
引
く
不
況
や
若
い
人
達
の
着
㎜

柵
物
離
れ
の
中
で
、
明
日
の
和
装
業
界
を
ど
う
す
蹴

㎜
・
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
生
産
、
流
通
、
販
売
な
、

・
㎜
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
問
題
提
起
し
、
そ
㎜

．
■
れ
を
受
け
て
、
　
「
女
性
心
理
」
　
「
ラ
イ
フ
ス
タ

．
イ
ル
」
　
「
創
造
」
　
「
経
営
」
の
四
つ
の
角
度
か
■

㎜
ら
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
分
科
会
で
’
・

・
討
議
を
深
め
、
そ
の
結
果
を
、
　
「
サ
ミ
ッ
ト
宣
・
．

・
㎜
言
」
と
し
て
採
択
し
ま
し
た
。

　
　
き
も
の
首
都
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
全
国
一
．

　
に
さ
き
が
け
て
十
日
町
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
㎜

㎜
和
装
サ
ミ
ッ
ト
の
模
様
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
サ
ミ
ツ
ト
宣
言

　
第
一
回
全
国
和
装
サ
ミ
ッ
ト
を
終
え
て
＼
こ
こ
に

参
集
し
た
メ
ー
カ
ー
．
卸
．
小
売
な
ど
の
和
装
業
界

三
百
余
名
は
「
き
も
の
二
十
一
世
紀
へ
の
道
」
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
意
見
を
結
集
し
た
。

　
一
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
経
営
環
境
や
．
時

流
に
対
し
て
．
よ
り
機
敏
に
対
応
す
る
。
と
く
に
￥

二
十
一
世
紀
に
向
っ
て
情
報
化
時
代
へ
の
適
応
を
憤

極
的
に
推
進
す
る
。

　
一
＼
消
費
者
心
理
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て

そ
の
多
様
性
を
前
提
と
し
て
．
広
く
＼
深
く
．
か
つ

息
永
く
調
査
．
研
究
し
＼
う
る
お
い
提
供
産
業
と
し

て
の
提
案
を
し
て
い
く
。
　
　
　
　
D

　
【
．
き
も
の
や
和
装
．
業
界
の
持
つ
伝
統
の
優
れ

た
面
．
た
と
え
ば
＼
文
化
性
，
人
間
性
．
情
緒
性
等

を
さ
ら
に
伸
ば
し
．
そ
れ
を
世
界
に
語
り
か
け
P
R

し
て
い
く
。

　
一
＼
業
界
の
厳
し
さ
と
．
社
会
的
使
命
を
充
分
目

覚
し
．
次
の
世
代
を
担
う
人
材
の
指
導
育
成
に
あ
た

り
．
マ
ン
ネ
リ
打
破
の
創
造
性
を
高
揚
す
る
。

　
実
行
の
段
階
を
む
か
え
た
今
＼
以
上
の
四
点
に
つ

い
て
業
界
挙
げ
て
具
体
化
す
る
一
方
．
ひ
と
り
ひ
と

り
の
地
道
な
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
最
後
に
ム
フ
後
と
も
こ
の
よ
う
な
和
装
サ
ミ
ッ
ト
そ

の
他
の
機
会
を
通
じ
＼
業
界
の
知
恵
と
行
動
を
一
体

化
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
＼
輝
け
る
先
進
産
業
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち

二
十
一
世
紀
へ
む
け
て
明
る
い
夢
を
抱
き
つ
つ
た
く

ま
し
く
前
進
し
て
い
く
こ
と
を
＼
こ
こ
に
一
同
声
高

ら
か
に
亘
言
す
る
。

　
　
昭
和
五
十
八
年
九
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
第
一
回
全
国
和
装
サ
ミ
ッ
ト

一経営一
　
経
営
分
科
会
で
は
、
和
装

は
生
活
の
中
に
う
る
お
い
を

提
供
す
る
産
業
で
あ
る
と
位

置
づ
け
、
き
も
の
を
通
し
て

消
費
者
の
心
の
豊
か
さ
づ
く

り
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と

を
経
営
理
念
と
す
る
、
と
し

品
て
い
ま
す
・
そ
の
た
め
に
・

商
あ
ら
た
め
て
、
顧
客
第
呈

きものは心の
義
を
基
本
と
し
て
、
き
も
の

離
れ
を
お
こ
し
て
い
る
若
い

人
向
け
の
商
品
開
発
に
と
り

組
み
、
高
く
な
り
過
ぎ
て
い

る
価
格
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
広
く
し
、
急
機
を
チ
ャ
ン

ス
に
置
き
か
え
て
意
欲
的
に

取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

知的女性へのアプローチー女性心理一

　
女
性
心
理
分
科
会
で
は
、

女
性
は
き
も
の
に
多
く
の
人

が
関
心
を
も
っ
て
い
る
反
面

無
関
心
層
も
確
実
に
増
え
て

い
る
と
し
、
多
様
化
し
た
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
伝
統

を
生
か
し
な
が
ら
、
デ
ザ
イ

ン
や
着
や
す
さ
、
価
格
を
研

究
し
、
自
立
し
た
知
的
水
準

の
高
い
女
性
に
対
し
て
も
、

ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
が

問
題
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
基
本
的
作

法
の
教
育
や
、
帯
に
対
し
て

の
研
究
、
四
季
お
り
お
り
に

着
る
、
き
も
の
の
ア
ッ
ピ
ー

ル
が
必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

生活を考えることか曝再出発一ライフスタイルー

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ

イ
ジ
ン
グ
が
「
物
」
か
ら
の

発
想
で
あ
っ
た
も
の
を
、
生

き
が
い
や
欲
求
、
生
活
様
式

な
ど
「
生
活
」
そ
の
も
の
を

発
想
の
原
点
に
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ
の
た

め
、
一
、
次
々
と
着
る
機
会

を
創
出
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
構
築
　
二
、
そ
の
た
め

に
「
テ
ー
マ
と
な
る
生
活
」

を
見
つ
け
出
す
調
査
、
研
究

か
ら
の
再
出
発
．
三
、
こ
れ

を
基
調
に
生
産
、
流
通
、
販

売
か
ら
市
場
育
成
へ
の
参
画

が
必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

一創造一を

　
創
造
分
科
会
で
は
、
新
し

い
発
想
や
発
明
は
ロ
ジ
カ
ル

（
論
理
的
）
な
も
の
か
ら
よ

り
直
感
か
ら
生
ま
れ
て
お
り

き
も
の
づ
く
り
も
直
感
に
よ

る
柔
軟
な
頭
脳
を
使
う
べ
き

だ
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
団
塊
の
世

懇
代
の
母
親
が
、
き
も
の
を
着

発
た
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
の
開
催

磯
一
二
歳
か
ら
五
歳
児
に
き
も

　
　
の
を
着
せ
て
賞
め
、
良
い
イ

窃　
　
メ
ー
ジ
を
脳
に
残
そ
う
。
き

な
“
カ
も
の
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
の

感
選
出
。
今
回
の
美
術
館
で
き

直　
　
も
の
美
術
展
の
開
催
を
、
な

　
　
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
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毫
’
榔
奪

二
十
一
世
紀
の

　
　
　
成
長
産
業

・
で

’
、
黄
劃
。

　
　
　
　
　
　
西
村
大
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
（
酷
薙
翻
）

　
三
つ
の
逸
話
の
中
か
ら
、
①
き
も

の
ま
つ
り
を
み
た
ア
メ
リ
カ
文
化
セ

ン
タ
i
長
が
、
き
も
の
は
素
晴
ら
し

い
衣
裳
だ
と
驚
嘆
し
て
い
た
、
②
パ

リ
の
有
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
呉
服
売
場

を
み
、
そ
の
大
胆
な
デ
ザ
イ
ン
を
誉

め
て
い
た
、
③
和
装
業
界
の
中
で
も

貸
し
衣
裳
業
は
年
々
ニ
ケ
タ
の
成
長

を
し
て
い
る
。
き
も
の
産
業
は
や
り

方
に
よ
っ
て
は
二
十
一
世
紀
の
成
長

産
業
に
な
れ
る
。

都
市
づ
く
り
と
き
も
の

　
　
　
　
　
　
諸
里
正
典

　
　
　
　
　
　
　
（
＋
日
町
市
長
）

　
日
本
の
都
市
は
利
便
性
の
追
求
の

み
で
東
京
文
化
の
コ
ピ
i
化
し
て
い

る
。
地
方
の
時
代
と
は
よ
り
個
性
的

な
都
市
づ
く
り
を
す
る
こ
と
だ
。
十

日
町
市
は
都
市
と
き
も
の
を
結
合
さ

せ
、
き
も
の
首
都
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

シ
ル
タ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想
な
ど
の

’蚤夢

蝋
茜詑き

擬
レ獣

緊
・・、9

糠
鞭
　
　
ロ
メ
ロ
　
　
　
　
　
　
ド
マ

鱈
蝦
　
’
　
藻
　
の

中
で
、
農
民
か
ら
セ
ー
ル
ス
マ
ン
ま

で
き
も
の
で
結
ば
れ
る
産
業
政
策
を

と
っ
て
い
る
。
き
も
の
を
着
て
似
合

う
都
市
づ
く
り
が
当
市
の
目
標
だ
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

　
　
　
実
行
を

　
　
　
　
　
　
滋
賀
辰
雄

　
　
　
　
　
　
　
（
西
陣
織
組
理
事
長
）

　
消
費
者
の
価
値
観
が
め
ま
ぐ
る
し

く
変
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

　
き
も
の
は
、
他
の
消
費
財
に
比
ら

べ
、
簡
単
に
、
気
楽
に
、
気
持
ち
よ

く
使
う
方
法
が
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。

価
格
も
高
く
な
り
過
ぎ
て
い
る
、
今

は
、
メ
ー
カ
ー
、
問
屋
、
小
売
り
が

そ
れ
ぞ
れ
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
実

行
に
移
し
、
消
費
者
の
気
持
ち
に
な

っ
て
や
る
こ
と
が
必
要
だ
。

流
通
改
革
を

　
　
　
　
　
　
鈴
木
克
夫

　
　
　
　
　
　
　
（
誕
屋
驚
）

　
今
の
き
も
の
業
界
が
将
来
ど
う
な

る
か
を
、
私
は
、
き
わ
め
て
非
観
的

に
み
る
よ
う
に
し
て
い
る
（
そ
れ
を

覚
悟
す
れ
ば
あ
と
は
良
く
な
る
ば
か

窓鉢

鷲ト鞘

霧
描
轡
繋
箋
謎
議

り
だ
か
ら
）
。

　
今
、
売
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
売
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
は
半
々
で
あ
る
。

伝
統
的
流
通
ス
タ
イ
ル
の
企
業
は
売

れ
ず
、
非
伝
統
的
な
企
業
は
売
れ
て

い
る
。
流
通
改
革
が
必
要
だ
。

五
つ
の
提
案

　
　
　
　
　
　
植
田
健
二

　
　
　
　
　
　
（
嵯
峨
野
会
）

　
五
つ
の
問
題
点
と
五
つ
の
提
案
を

し
た
い
。

①
物
を
買
う
心
理
と
レ
ジ
ャ
ー
心
理

は
違
う
、
②
き
も
の
専
問
店
は
、
た

だ
反
物
を
売
る
店
に
な
っ
て
い
る
。

着
付
け
か
ら
小
物
の
リ
ー
ス
ま
で
も

の
心
く
ば
り
を
、
③
現
在
の
き
も
の

は
格
式
的
、
用
途
的
だ
、
④
個
々
の

専
門
店
が
き
も
の
パ
ー
テ
ィ
や
小
旅

行
の
企
画
を
、
⑤
き
も
の
を
着
る
日

本
女
性
の
再
認
識
を
。

実
　
行
　
の
　
時

　
　
　
　
　
樋
　
ロ
　
　
治

　
　
　
　
　
　
（
鯨
醐
繍
働
）

き
も
の
は
価
格
な
ど
の
問
題
も
あ

り
、
即
効
性
に
弱
い
商
品
だ
。
今
、

モ
ー
レ
ツ
か
ら
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
の

時
代
に
移
り
、
本
来
な
ら
ビ
ュ
ー
テ

ィ
フ
ル
の
時
代
に
き
も
の
が
売
れ
る

は
ず
だ
が
、
現
実
は
売
れ
て
い
な
い
。

　
き
も
の
振
興
に
は
多
様
化
し
た
現

代
人
の
二
i
ズ
の
中
で
、
き
も
の
を

着
る
生
活
の
楽
し
さ
を
提
言
し
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
、
業
界
を
あ
げ
て
の
P
R
が
必
要

で
あ
り
、
も
う
、
議
論
の
時
代
で
な

く
実
行
の
時
に
き
て
い
る
。

消
費
者
に
越
さ
れ

　
　
　
　
　
て
い
な
い
か

　
　
　
　
　
　
北
村
芳
嗣

　
　
　
　
　
　
　
（
錬
鯨
欄
働
）

　
今
、
和
装
業
界
は
、
メ
ー
カ
ー
か

ら
小
売
ま
で
、
一
貫
し
た
活
動
を
し

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に

あ
り
、
こ
こ
に
第
一
回
和
装
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
る
意
義
は
大
き
い
。

　
も
の
づ
く
り
の
観
点
か
ら
次
の
指

摘
を
し
た
い
。
①
マ
ス
の
時
代
か
ら

個
の
時
代
へ
の
対
応
が
は
か
ら
れ
て

い
る
か
、
②
誤
っ
た
付
加
価
値
信
仰

は
な
い
か
、
③
消
費
者
の
美
意
識
に

業
界
が
追
い
越
さ
れ
て
い
な
い
か
、

④
流
行
の
考
え
方
は
と
い
う
こ
と
だ
。

き
も
の
総
合
大
学

　
　
　
　
　
　
小
泉
清
子

　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
及
屋
社
長
）

　
か
つ
て
の
呉
服
業
界
の
社
会
的
地

位
は
高
か
っ
た
。
国
立
の
き
も
の
総

合
大
学
を
設
立
し
、
日
本
人
の
き
も

の
観
を
高
め
よ
う
。
ま
た
、
き
も
の

通
向
け
の
き
も
の
と
底
辺
を
広
げ
る

た
め
の
着
や
す
い
買
い
や
す
い
商
品

も
欲
し
い
。
ぞ
れ
に
、
き
も
の
の
日

を
活
性
化
し
、
女
心
を
く
す
ぐ
る
よ

う
な
業
界
あ
げ
て
の
企
画
と
P
R
が

待
た
れ
る
。
き
も
の
を
着
る
動
機
の

一
つ
は
き
も
の
姿
を
み
る
こ
と
だ
。

小
量
多
品
種
の
時
代

　
　
　
　
　
　
登
坂
道
雄

　
　
　
　
　
　
　
（
晒
噌
賑
貼
）

　
こ
こ
一
～
二
年
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

地
殼
変
動
は
予
想
を
こ
え
て
い
る
。

今
の
消
費
者
は
押
し
つ
け
ら
れ
た
も

の
に
つ
い
て
は
拒
否
反
応
を
示
し
て

く
る
。
多
量
小
品
種
の
時
代
か
ら
小

量
多
品
種
の
時
代
に
う
つ
り
「
自
分

の
生
活
を
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
い

る
」
。
押
し
つ
け
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
か
ら
個
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
ど

う
取
り
組
ん
で
ゆ
く
か
が
課
題
だ
。

　
呉
服
業
界
も
勿
論
例
外
で
は
な
い
。

折
衷
時
代
に

　
　
　
　
　
　
橋
詰
豊
加

　
　
　
　
　
　
　
（
わ
し
の
会
）

　
二
十
一
世
紀
に
は
、
高
学
歴
化
社

会
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
、
自
己
主

張
を
し
っ
か
り
持
っ
た
自
立
し
た
女

性
が
多
く
な
る
。
こ
の
自
立
し
た
女

性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
よ
り
自
由
に

よ
り
楽
し
く
、
よ
り
個
性
的
に
着
れ

る
き
も
の
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
れ
は
、
き
も
の
の
純
血
主
義
か

ら
折
衷
主
義
へ
の
転
換
で
あ
る
。

世
界
の
人
の
着
る

　
　
　
　
き
も
の
に

　
　
　
　
　
　
佐
野
久
治

　
　
　
　
　
　
　
（
強
呉
響
門
貼
）

　
二
十
一
世
紀
へ
の
き
も
の
の
道
は

世
界
の
女
性
が
着
て
み
た
い
と
思
う

美
的
、
機
能
的
、
創
作
的
な
衣
裳
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
だ
。
衣
服

は
時
代
の
変
化
と
と
も
に
変
っ
て
ゆ

く
は
ず
で
あ
り
、
現
在
の
よ
う
な
格

一
的
な
着
用
ス
タ
イ
ル
で
は
時
代
の

変
せ
ん
に
つ
い
て
ゆ
け
る
の
か
疑
問

だ
。
こ
の
ま
ま
で
二
十
一
世
紀
に
生

き
残
れ
る
業
界
で
あ
る
か
真
剣
に
議

論
を
す
べ
き
だ
と
思
う
。

慧～王
、
侮
！

～几，

ノ又出
犠
6
“

皿
冨
れ

響叉，鍬撚地離熊醐灘獅
諜す。

農作業や幽菜取膿鍵慧の付近の幽雄天
る羅寺雄罵諜藷霧分ご涯意くだき騨。

丁
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十
月
は
食
欲
の
秋
．
食
生
活
改
善
普
及
運
動
月
間
で
も
あ

り
ま
す
。

　
食
事
は
健
康
の
原
点
で
す
が
、
あ
な
た
の
食
生
活
は
ど
う

で
す
か
？

　
食
欲
の
秋
に
あ
た
り
、
あ
な
た
の
食
習
慣
を
も
う
一
度
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
る
と
か
、

食
事
は

　
　
年
齢
に
あ
わ
せ
て

　
発
育
盛
り
の
子
ど
も
の
食
事
と
お

と
な
の
食
事
が
一
緒
に
あ
つ
か
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
か
。
発
育
期
に
は
発
育

を
助
け
る
食
事
、
働
き
盛
り
の
成
人

で
は
そ
の
労
働
に
見
合
っ
た
食
事
、

そ
し
て
老
年
期
に
は
か
ら
だ
の
機
能

を
助
け
る
食
事
と
い
．
う
よ
う
に
、
人

生
の
区
切
り
ご
と
に
食
事
の
量
と
質

と
を
健
康
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
一
般
に
ど
こ
の
家
庭
で
も
同
じ
釜

の
で
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
多
く
、
子

ど
も
と
お
と
な
の
食
事
区
分
を
つ
け

が
た
い
面
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
な

か
に
あ
っ
て
も
、
発
育
ざ
か
り
の
子

ど
も
に
は
魚
を
一
切
多
く
つ
け
て
あ

　
　
　
　
　
老
人
に
は
と
う
ふ
を
つ

け
て
あ
げ
る
な
ど
、
年
代
に
あ
っ
た

食
事
の
配
慮
が
た
い
せ
つ
で
す
。

欠
食
は
懲
け
よ
う

　
昭
和
五
十
四
年
国
民
栄
養
調
査
に

よ
る
と
三
日
間
に
朝
食
を
一
回
以
上

欠
食
し
た
人
は
、
十
一
・
五
％
に
も

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
的
に
は
二

十
代
の
欠
食
が
多
く
、
毎
朝
の
欠
食

は
十
二
・
三
％
、
三
日
間
の
う
ち
一

回
以
上
欠
食
し
た
人
は
二
九
％
と
い

う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

　
朝
は
早
起
き
し
て
、
ひ
と
つ
の
食

卓
を
毎
朝
家
族
全
員
が
そ
ろ
っ
て
囲

ん
で
一
日
の
ス
タ
ー
ト
、
そ
し
て
、

夕
食
で
は
、
そ
の
日
に
あ
っ
た
こ
と

を
語
り
あ
え
る
場
所
に
し
た
い
も
の

で
す
。
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柵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
三
贈

ム禾

の

健

北新田3　康

徳永マスイさん　。
　　　　　　　　つ

　
や
せ
気
味
の
主
人
、
太
り
す
ぎ
の

創
私
と
や
せ
た
い
娘
。
時
々
帰
っ
て
く

障
る
成
年
男
子
は
も
う
少
し
体
重
が
増

引ψ
え
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
四
人
の

◆糎
家
族
構
成
で
す
。

峰
　
四
十
年
に
食
生
活
改
善
推
進
委
員

引“
に
な
っ
て
以
来
、
研
修
会
に
は
ほ
と

ゆ釧
ん
ど
出
席
し
て
い
ま
す
。
私
が
六
つ

岬
の
基
礎
食
品
を
正
し
く
、
し
っ
か
り

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

瀞
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た

φ

く
　
り

No．4

か
た
よ
ら
な
い

食
事
を

動
機
は
、
血
圧
が
高
く
体
重
を
減
ら

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
と

き
で
し
た
。

　
保
健
婦
さ
ん
の
指
導
の
も
と
に
カ

ロ
リ
ー
ブ
ッ
ク
と
首
っ
ぴ
き
で
始
め

ま
し
た
。
　
一
ヵ
月
に
○
・
五
キ
。
、
一

年
で
六
キ
。
を
目
標
に
無
理
を
し
な
い

よ
う
に
と
計
画
を
た
て
ま
し
た
。
そ

し
て
、
目
標
は
達
成
し
ま
し
た
。
血

圧
も
さ
が
り
ま
し
た
し
、
標
準
体
重

に
は
ほ
ど
遠
）
の
で
す
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堕

年
前
に
安
全
域
圏
内
に
入
っ
て
い
ま
劃

す
の
で
こ
れ
で
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
蒔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

す
。
以
来
、
食
生
活
に
は
関
心
を
も
劃

ち
工
夫
を
し
て
い
ま
す
が
、
思
い
が
梱

け
ず
に
よ
く
出
来
た
と
き
は
、
う
れ
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

し
く
食
事
作
り
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。
劃

　
家
を
離
れ
、
ほ
と
ん
ど
外
食
の
男
廟

の
子
に
は
野
菜
と
牛
乳
を
毎
日
と
る
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

よ
う
ヒ
、
な
る
べ
く
自
炊
す
る
よ
う
釧

に
と
注
意
し
、
昆
布
や
小
女
子
の
佃
堕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窃

煮
な
ど
を
ビ
ン
詰
め
で
送
り
ま
す
。
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

今
、
一
番
、
気
を
使
っ
て
い
る
こ
と
釧

は
同
じ
も
の
を
続
け
て
食
べ
な
い
よ
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

う
に
と
い
う
こ
と
で
す
。
家
庭
菜
園
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞭

で
と
れ
る
も
の
に
片
寄
ら
な
い
よ
う
劃

ま
た
、
食
品
の
数
を
多
く
使
う
こ
と
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

に
心
が
け
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

姫
◆
≒
◆
≒
◆
毒
◆
■
一
＝
冒
・
◆
毒
◆
毒
・
◆
■
一
－
一
一
・
◆
睾
◆
9
甲
号
6
致
号
◆
も
◆
も
◆
・
亀
冨
・
◆
も
◆
毒
◆
主
一
．
◆
≒
◆
も
．
◆
主
．
．
◆
‘
一
一
甲
．
◆
毒
．
◆
・
邑
冒
。
◆
主
冒
．
◆
喜
．
◆
・
一
一
薗
曹
．
◆
≒
◆
．
．
－
甲
．
．
◆
毒
．
◆
≒
◆
峯
甲
．
◆
．
一
昌
一
．
◆
も
◆
毒
．
◆
．
．
一
一
．
．
◆
．
樽
＝
曹
．
◆
．
．
＝
曹
．
◆
主
冒
．
◆
．
．
器
甲
．
◆
毒
．
φ
網

食
生
活
改
善
に

活
躍～

や
ま
な
会
～

楠
．

、”

／！

A4

凱．

輪

〆

薫謎

）

＝一㌧「「し ㍉

●　　● o

慢田 一
　
　
ρ

相
黛

～

〈）

00
。
り
・

味
付
け
は

　
　
　
　
う
す
味
に

　
高
血
圧
や
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病

は
食
生
活
の
な
か
で
の
食
塩
の
と
る

量
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
ま
す
。

一
日
十
グ
ラ
ム
以
下
に
抑
え
る
こ
と

を
目
標
に
食
生
活
を
組
み
立
て
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
昭
和
四
十
年
か
ら
保
健
所
で
開
催

さ
れ
た
栄
養
教
室
を
卒
業
し
た
人
達

が
、
や
ま
な
会
（
食
生
活
推
進
委
員
）

と
い
う
名
称
で
、
常
に
研
究
を
か
さ

ね
、
自
分
達
が
勉
強
し
て
き
た
事
を

栄
養
士
や
保
健
婦
と
一
緒
に
な
っ
て

年
間
計
画
の
中
で
地
域
の
人
達
に
講

習
し
て
い
ま
す
。
や
ま
な
会
の
会
長

は
藤
田
つ
ね
子
さ
ん
（
新
保
）
。
会

員
数
は
六
十
一
名
で
、
こ
れ
ま
で
に

そ
の
活
動
を
認
め
ら
れ
て
、
県
知
事

表
彰
や
県
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

長
の
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

我が家の食卓コンクールで優秀賞

　
新
潟
県
主
催
の
、
五
十
八
年
度
、
我
が
家
の
食
卓
コ
ン
ク
ー
ル
で

や
ま
な
会
々
員
の
徳
永
マ
ス
イ
さ
ん
（
北
新
田
）
の
提
案
し
た
作
品

が
優
秀
と
認
め
ら
れ
、
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
献
立
の
一
品
「
豆
腐
の
春
巻
き
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

豆腐の春巻き←一晶料理）

材　　料 つ　　く　　り　　方

豆腐………半丁 豆腐はゆで、ザルに上げ、切り
ニンジン…50g こんぶは水でもどす。
シシトウ… シシトウは半分に割｝）、タネを

・・5～6本 と1）ななめ千切1）、ニンジンは

豚うす切り… 4cmの千切り。

　　　…　1009
長ねぎ……1本
キャベツ…1枚
切りこんぶ（干）

キャベツはサッとゆで、千切り
にし、長ねぎは小口切1）。
豚は細く切り醤油小さじ1酒小
さじ1でからめておく。ショウ
ガはみじん切1）にしておく。

…109 油大さじ3を熱し、ショウガ、
ショウガ…少々 豚、ニンジン、シシトウ、キャ
青じその葉… ベツ、切りこんぶを入れ、豆腐
…20枚位 を入れる。

醤油……大2去 醤油大さじ2、酒大さじ2、塩
酒………大2壱 少々で味を付けて、ネギを入れ
塩…………小々 てすぐ火からおろす。
揚げ油 さましてから春巻きの皮の角を

手前にしてひろげ青じその葉2
～3枚をのせて具を八等分して
巻き、油で揚げる。
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腹
で
食
べ
ず
に
頭
で
食
べ
よ
う

　
食
品
の
加
工
度
が
進
み
、
物
が
た

く
さ
ん
出
ま
わ
っ
て
い
る
今
日
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
は
お
な
か
の
虫

に
相
談
し
て
腹
が
へ
っ
た
ら
な
ん
で

も
い
い
か
ら
食
べ
る
と
い
っ
た
「
腹

で
食
べ
る
」
食
事
の
し
か
た
や
、
自

分
の
し
好
に
合
わ
せ
て
好
き
な
も
の

を
好
き
な
だ
け
食
べ
る
、
い
わ
ゆ
る

「
口
で
食
べ
る
」
食
習
慣
で
は
栄
養

素
が
偏
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
食
品
の
栄
養
成
分
の
特
性
を
よ
く

知
っ
て
偏
ら
な
い
組
合
せ
に
な
る
よ

う
に
考
え
た
食
品
選
び
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
な

繭蔀

鷲灘撮

影
悪
循
環
器
検
護
磁
程
鐸

ヤ

r　（（＼

検
診
月
日

10

月
6
日
㈲

検
診
時
間

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

午
後
1
時

～
午
後
3
時

検
　
診
　
会

タ 会
場

1旧

環 　　　　◎
べ菜ん菜毎

　　　②
草上ミ毎

　　　①
とは9毎

猿鞍
馨箸歩
　は帯百ン
住膿
奨聾
課だ
税さ
世い
帯　。

本
町
2
■
3
●
4
5
、
栄
町

本
町
1
栓） 対
象
地
区

器
　＼　〆
誠
口
…
繁
“

、τ二

母
程
鐸

て類そ（目
い）うに緑
まを・んや
す五かじ黄
か○ぽん色
09ち・の
　以やほ濃
　上・うい
　食青れ野

・飲ル日
小んク牛
魚でな乳
でいら一一
もま二本
よす○（
いかgス
）パ）キ
　海以ム

う食程目
ふべ度魚
でて（や

露鴨
いす　　ど
　　『）か　　一
繹8
　●

むし歯のないよい歯の子
（10月の3歳児健診を受けた子66名）

　　　◎
べすじ植
くか一物

　　　⑤
いずどご
ま中はは

　　　　④
てやヤま毎
い果べね日

氏　　名 住 所 保護者名 避　。杯性 す心程ん ま物ツぎ色
柳　　　敬太 川治下町2 義明 け（半のて動は油

かの々・
o食にパ

西野　　妙子 古
同 田 町 5 晃 い物食を 生しン

橋瓜　聡美 学校　町 2 博寿 ま油べ毎すはて日
活て・
を　￥め

小海　葺笛 名 ケ 山 雅秀 かない大 しおん
伊藤　展洋 四日町新田2 収一・ ）るまさ てかな

場

保
健
セ
ン
タ
i

対

象

地

区

本
町
－
幽

本
町
2
・
3
・
4
・
5
、
栄
町

※
個
人
通
知
書
を
忘
れ
ず
に
。

※
3
5
歳
以
上
の
方
は
血
圧
測
定
、
検
尿
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
。

◎
循
環
器
健
康
診
断
（
血
圧
測
定
、
検
尿
）
の
受
診
者
は
百
円
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
受
給
者
、
生
活
保
護
世
帯
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
の
人
は
無
料
で
す
。

むし歯のないよい歯の子
（10月の3歳児健診を受けた子66名）

xxxxxxxxxxxxxx 顎
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X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

腿
　
人
工
妊
娠
中
絶
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
駆

X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
市
の
中
絶
の
実
態
と
そ
の
影
響
～

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
年齢別にみた出生数・中絶数

（昭和57年・市内）

　　　　　　　100％
母親の年齢

6
　
　
0

避
ぜ

瀦4、

、
ら
ノ

o
ノ

θ。．．

乱
．

■

　
昨
年
一
年
間
に
市
内
で
六
百
二
十

三
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
か
げ
に
希
望
す
る

妊
娠
で
な
か
っ
た
り
、
そ
の
他
の
理

由
で
二
百
五
十
二
件
の
人
工
妊
娠
中

絶
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
百
人
の
出
生

に
対
し
て
四
十
・
四
人
の
中
絶
）
。

昭
和
五
十
一
年
で
は
、
百
人
の
出
生

に
対
し
て
三
十
一
・
三
人
の
中
絶
で

す
か
ら
そ
の
割
合
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
を
、
母
親
の
年
齢
別

に
出
生
数
と
中
絶
数
を
比
べ
て
み
る

と
、
十
九
歳
以
下
と
三
十
五
歳
以
上

の
中
絶
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

19歳以下 42．9％（3） 57．1％（4）

20～24歳 77．8％（77）
22．2％

　　（22〉

25～29歳 87．8％（340）
惚．2％

《48）

30～34歳 64．5％（180） 35．5％（99）

74。3％（55）35～39歳i25●嗜、9）

40歳以上 14．2％

4）
85．8％（24）

Eニコ出生　　Eニコ人工妊娠中絶（）は件数

　
人
工
妊
娠
中
絶
の
影
響

感
染
、
子
宮
内
膜
炎
、
卵
管
炎
、

骨
盤
腹
膜
炎
な
ど
、
女
性
の
機
能
を
X

台
無
し
に
し
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、

出
血
時
に
恐
ろ
し
い
出
血
に
な
姦

が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

　
　
中
絶
し
た
時
に
異
常
が
　
　
　
X

　
　
　
　
　
　
　
な
く
と
も
　
　
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

　
子
宮
機
能
に
異
常
を
き
た
す
こ
と
X

が
あ
り
ま
す
し
、
自
律
神
経
失
調
姦

状
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

　
　
中
絶
後
再
び
子
供
が
欲
し
い
　
X

　
　
　
　
　
　
と
思
っ
て
も
　
　
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

　
習
慣
性
流
産
を
お
こ
し
や
す
く
な
X

り
ま
す
し
、
次
の
分
娩
の
時
に
、
台
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
X

盤
の
位
置
異
常
を
き
た
し
た
り
し
ま
X

究
ま
た
、
月
経
異
常
、
無
月
経
壺

な
る
な
ど
思
わ
ぬ
異
常
を
き
た
す
よ
X

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
X

う
に
な
っ
た
り
　
不
妊
症
の
原
因
に
X

も
な
り
、
健
康
に
悪
影
響
を
も
た
ら
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

し
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
X

　
　
望
ま
な
い
妊
娠
を
し
な
い
　
　
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

　
　
　
　
　
　
　
た
め
に
　
　
　
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

　
妊
娠
に
対
し
て
の
正
し
い
知
識
を
X

も
ち
、
相
手
ま
か
せ
の
避
妊
は
す
ぐ
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

改
め
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
妊
娠
を
X

望
ま
な
い
時
は
、
避
妊
を
確
実
に
行
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
X

避
妊
に
対
し
て
わ
か
ら
な
い
点
蓋

産
婦
人
科
医
師
、
助
産
婦
、
保
健
婦
X

　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
X

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
　
　
　
　
　
X

xxxxxxxxx
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雌
縷灘

麟
聾
講
灘
纈
購
欝
鰐

　
　
　
講
邊
壌
織
巷
禰
浬
◎
謹
繹
機
錘
謹
灘
螺
樽
藩
罪
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
十
月
期
支
給
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
特
例
給
付
を
受
給
さ
れ
る
方
へ

六
月
～
九
月
分
の
児
童
手
当
が
、

十
月
八
日
頃
、
皆
さ
ん
の
指
定
さ
れ

た
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　
支
給
額
は
、
支
給
対
象
児
童
一
人

に
つ
き
月
額
五
千
円
（
市
民
税
所
得

割
非
課
税
の
方
は
月
額
七
千
円
）
で

す
。　

中
児
童
手
当
額
改
定
の
お
知
ら
せ

　
五
十
八
年
度
の
市
民
税
所
得
割
の

有
無
に
よ
り
、
今
年
六
月
～
来
年
五

月
ま
で
の
手
当
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　
所
得
割
課
税
の
方
で
、
支
給
対
象

児
童
一
人
の
場
合
二
万
円
（
月
額
五

千
円
）
、
非
課
税
の
方
の
場
合
二
万

八
千
円
（
月
額
七
千
円
）
が
十
月
期

　
特
例
給
付
は
被
用
者
（
厚
生
年
金

加
入
者
な
ど
）
で
あ
る
期
間
支
給
さ

れ
る
制
度
で
す
か
ら
、
被
用
者
で
な

く
な
っ
た
時
は
、
す
ぐ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
不
明
の
点
は
、
市
民
生
活
課
年
金

係
（
智
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
一
四

三
）
へ
。
違
反
建
築
物
一
斉

公
開
パ
ト
ロ
ー
ル

　
十
日
町
土
木
事
務
所
と
十
日
町
市

で
は
、
十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま

で
の
違
反
建
築
防
止
週
間
に
ち
な
み
、

つ
ぎ
の
と
お
り
、
建
築
相
談
所
の
開

設
と
違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　
建
築
相
談
所
を
開
設

と
き
　
十
月
十
一
日
（
火
）
～
十
七

　
日
（
月
）
…
十
四
日
は
除
き
ま
す

　
午
前
九
時
誘
午
後
三
時
ま
で

と
こ
ろ
　
十
日
町
土
木
事
務
所
（
十

　
日
町
総
合
庁
舎
内
）

　
　
違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル

と
き
　
十
月
十
四
日
（
金
）

有
線
放
送
業
者
の

　
不
法
占
用
に
ご
注
意

　
道
路
占
用
を
す
る
に
は
、
道
路
法

に
よ
っ
て
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を

必
要
と
し
ま
す
。
ま
た
、
電
柱
、
電

話
柱
な
ど
に
工
作
物
を
設
け
よ
う
と

す
る
に
は
、
そ
の
所
有
者
の
許
可
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
許
可
を
受
け
ず
に
、
有

線
音
楽
放
送
用
電
線
を
道
路
上
や
電

柱
に
不
法
占
用
し
て
い
る
業
者
が
お

り
、
現
在
、
新
潟
県
、
十
日
町
市
、

東
北
電
力
、
電
々
公
社
で
実
態
を
調

査
中
で
す
。

　
有
線
放
送
に
加
入
す
る
際
は
、
占

用
許
可
の
有
無
を
確
認
す
る
よ
う
、

ご
注
意
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
新
潟
県
、
十
日
町
市
、
東

　
北
電
力
、
電
々
公
社

全国防犯運動

10月11日～10月20日

◎侵入盗の防止

◎少年非行の防止

こんなとき
こんな農業制度資金を

シリーズNα①

一農林漁業金融公庫一

　
田
畑
が
も
つ
と
欲
し
い
。
農
地
の

造
成
を
し
た
い
。
農
書
を
つ
く
り
た

い
、
農
機
具
を
購
入
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
有
利
な
制
度
資
金
を
活
用
し

た
い
と
い
う
農
家
の
皆
さ
ん
の
声
を

お
聞
き
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
農

林
漁
業
金
融
公
庫
や
県
・
市
な
ど
か

ら
各
種
の
有
利
な
制
度
資
金
が
貸
し

出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
を

シ
リ
ー
ス
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

総
合
施
設
資
金

獺
灘
雛
纏
灘
灘

　
　
　
　
灘
懸
難
纏
懇
綾

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
を
中
心

に
し
た
国
民
年
金
任
意
加
入
者
の
な

か
に
、
最
近
、
年
々
引
き
上
げ
ら
れ

る
保
険
料
に
対
す
る
不
満
－
…
…
・
…

「
こ
う
毎
年
あ
げ
ら
れ
ち
ゃ
、
た
ま

ら
な
い
ワ
。
も
う
や
め
よ
う
か
ナ
」

こ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
方
も
少

な
く
な
い
よ
う
で
す

　
老
後
の
支
え
は

　
　
　
年
　
金
　
で

　
ご
存
知
の
と
お
り
わ
が
国
の
平
均

寿
命
は
驚
異
的
に
伸
び
、
今
や
人
生

八
十
年
と
い
え
ま
す
。
こ
の
長
い
老

後
の
生
活
費
を
ど
う
工
面
す
る
か
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
厚
生
省
の
「
五
十
七
年
国
民
生
活

実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
高
齢
者
世

帯
の
収
入
に
占
め
る
年
金
・
恩
給
の

比
重
は
年
々
高
く
な
り
、
年
金
や
恩

給
だ
け
で
生
活
し
て
い
る
世
帯
は
全

体
の
三
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
奥
さ
ん
方
が
頼
り
と
す
る
年
金
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
夫
の
老
齢
年
金

（
厚
生
年
金
）
を
例
に
と
っ
て
み
る

と
、
三
十
年
加
入
で
加
入
期
間
中
の

平
均
報
酬
月
額
が
二
十
万
円
で
あ
っ

た
場
合
、
加
給
年
金
（
配
偶
者
へ
の
加

算
額
）
を
加
え
て
月
額
十
五
万
円
ほ

ど
と
な
っ
て
い
ま
す

　
あ
な
た
自
身
の

　
　
　
年
　
金
　
を

　
そ
こ
で
、
あ
な
た
が
任
意
加
入
し

て
い
る
国
民
年
金
が
役
立
つ
こ
と
と

な
る
わ
け
で
す
。
国
民
年
金
を
掛
け

た
期
間
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
年
金

額
も
高
く
な
り
ま
す
。
三
十
年
間
掛

け
れ
ば
月
額
五
万
七
千
円
ほ
ど
に
な

り
、
こ
れ
だ
け
あ
れ
ば
、
ご
主
人
の

年
金
と
合
せ
て
老
後
は
安
心
で
き
る

で
し
よ
う
。

　
ま
た
、
不
幸
に
し
て
ご
主
人
に
先
立

た
れ
た
場
合
、
厚
生
年
金
な
ど
の
遺

族
年
金
は
今
ま
で
受
給
し
て
い
た
老

齢
年
金
の
半
額
に
な
り
ま
す
の
で
、

万
一
の
時
に
は
あ
な
た
自
身
の
老
齢

年
金
は
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
加
入
や
お
問
合
せ
は
、

年
金
係
（
智
七
i
三
一
一
一
番
内
線

一
四
二
・
一
四
三
）
へ
Q

　
農
林
漁
業
金
融
公
庫
は
、
農
林
漁

業
の
維
持
増
進
に
必
要
な
長
期
低
利

な
資
金
を
融
通
す
る
政
府
機
関
で
す
。

　
こ
の
農
林
公
庫
資
金
の
う
ち
で
、

規
模
が
大
き
く
、
生
産
性
の
高
い
自

立
経
営
を
め
ざ
し
て
、
経
営
規
模
の

拡
大
、
資
本
装
備
の
高
度
化
な
ど
、

そ
の
経
営
を
総
合
的
、
計
画
的
に
改

善
し
よ
う
と
す
る
人
の
た
め
の
資
金

が
総
合
施
設
資
金
で
す
。

　
こ
の
資
金
の
特
徴
は
、

一
、
土
地
、
建
物
、
家
畜
、
機
械
な

ど
、
農
業
経
営
に
必
要
な
も
の
が
セ

ッ
ト
で
対
象
に
な
る
。

二
、
制
度
資
金
の
な
か
で
借
入
限
度

額
が
も
っ
と
も
大
き
い
。

三
、
借
り
入
れ
の
前
後
を
通
し
て
、

経
営
指
導
や
技
術
指
導
が
受
け
ら
れ

る
。
　
と
い
う
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　
　
融
資
対
象
事
業

一
、
農
地
、
牧
野
の
取
得
及
び
改
良
・

　
　
造
成

二
、
桑
、
果
樹
な
ど
の
新
植
、
改
植

三
、
家
畜
の
購
入
、

四
、
農
舎
、
畜
舎
、
農
機
具
の
改
良
、

　
　
造
成
、
取
得
、

・
融
資
条
件

利
率
　
年
五
・
○
％
（
据
置
期
間
中

　
は
四
・
五
％
）

償
還
期
限
　
二
十
五
年
以
内
（
据
置

　
期
間
を
含
む
）

据
置
期
限
　
十
年
以
内

融
資
額
　
二
千
三
百
万
円
（
特
認
七

　
千
万
円
〉

融
資
率
　
八
十
％
（
特
認
九
十
％
）

　
こ
の
資
金
は
、
，
規
模
拡
大
の
と
き

に
ま
ず
検
討
い
た
だ
き
た
い
資
金
で

す
。
市
内
で
も
、
五
十
八
年
度
に
、

な
め
こ
や
え
の
き
茸
の
発
生
舎
の
建

築
に
、
四
千
万
円
規
模
の
貸
し
出
し

が
四
件
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
農
林
課
農
業
振
興
係

（
費
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
三
三
二
）

へ
気
軽
に
お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
融
資
説
明
会
を
十
月
二
十

一
日
、
午
後
市
役
所
で
行
い
ま
す
。
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遡
㎜
事
…
業
畿
霧
勲
饗
せ

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
水
道
事
業
決

算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
公
営
企
業
で
あ
る
水
道
事
業
は
、

公
共
性
と
経
済
性
を
調
和
さ
せ
、
健

全
な
経
営
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
収
益
的
収
入
に
お
い
て
は
、

水
需
要
が
し
だ
い
に
減
る
と
い
う
見

込
み
を
大
幅
に
下
ま
わ
っ
た
も
の
の

因
と
な
る
老
朽
管
の
布
設
替
工
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
水
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算
・

前
年
度
の
料
金
改
定
の
効
果
に
よ
り
決
嘲

前
年
些
一
●
三
欝
の
増
加
と
な
り
ま
業

し
た
・
　
　
　
　
　
　
事

ま
た
芳
・
収
益
的
支
出
に
お
い
道

て
は
・
徹
底
し
た
経
費
節
減
φ
努
力
水
岨

に
よ
り
前
年
比
o
●
七
響
減
少
さ
せ
上
支

　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
度
び

る
こ
と
カ
で
き
ま
し
た
．
　
　
年
及

こ
の
よ
う
な
結
果
、
昭
和
五
＋
七
7
入

年
度
決
算
で
は
、
睾
二
＋
葦
粘
鰍

千
円
の
純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
．
昭
益

主
な
事
業
と
し
て
は
、
漏
れ
の
起
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

を道占糞をに　手彊ま雇ぞ”．譲湧　墾
き路　1損　　　　　」び玄のて低し基　　備

■給水業務の状況■

金　額

141，685

90，543

64，588

48，957

受託工事費 42，402

修　繕’費 39，526

その他の費用 19，911

当年度純利益 40，256

区　　　分 昭和57年度 昭和56年度 増減（△） 比率（％）

合　計 合　計 487，868

給水戸数（戸） 7，727 7，670 57 100．7

487，868

■資本的収入及び支出■　　　（単位：千円）
給水人口（人） 29，821 29，967 △　　146 99．5

収入科目 金　額 支出科目 金　額
年間給水量（m3） 3，008，347 3，066，464 △58，117 98．1

1日最大配水量（m3） 12，460 15，141 △2，681 82．3
企　業　債 100，000 建設改良費 133，022

負　担　金 2，427 企業債償還金 25，920
1日平均給水量（m3） 8，242 8，401 △　　159 98．1

合　計 102，427 合　　計 158，942
1人1日平均給水量（尼） 276 280 △　　　4 98．6 不足額56，515千円は、積立金取りくずし額及び損益勘定留保資金で補填

（単位：千円）■資本的収入及び支出■

理
た
．

修
　
　
ほ
か
に
、
前
年
度
に
引
き
続
き
電

水
気
施
設
の
見
直
し
、
漏
水
の
早
期
発

い
て
は
、
浄
配
水
場
内
の
電
気
計
袋

機
械
設
備
工
事
等
を
施
行
し
、
当
面

老人福祉法制定20周年
　国際障害者年3年目

メρ赤㌧赤い羽根チャリティ

ソ・熱
随一熱，，
　　　　　　　　　　　の　　　　　　o　　　　　　・，　　　一’　　∫

　＼ミ‘・・漁・蟹　　．〆る　、尺1

，調薇
籠隔、冤・臥＿年

　　　，．と。ろ十日町市市民体育館

藍会十日町市支会　　　　・出演・＋日町なっめろ愛好会

敬認シ

耀
閣主催共同募盃会十日

の
水
需
要
に
対
応
す
る
施
設
の
整
備

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
水
道
は
市
民
生
活
の
基

本
的
な
施
設
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

な
が
ら
、
　
．
豊
富
”
　
．
清
浄
”
　
”
低

廉
な
給
水
”
を
め
ざ
し
、
努
力
し
て

ゆ
き
ま
す
。
水
道
事
業
へ
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
昭
和
五
十
七
年
度
決
算
状
況
及
び

業
務
状
況
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。
）

　
水
も
れ
発
見
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
水
道
局
で
は
、
水
も
れ
に
よ
る
損

失
を
少
な
く
す
る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー

ル
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
道
路

上
な
ど
の
水
も
れ
を
発
見
し
た
と
き

は
、
た
と
え
わ
ず
か
で
も
見
す
ご
さ

な
い
で
水
道
局
（
費
七
ー
三
一
一
一

番
内
線
二
四
〇
～
二
四
三
）
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
業
務
時
間
外
と
日

曜
・
祝
日
は
浄
配
水
場
（
費
二
ー
二

九
五
九
番
）
へ
。

■給水業務の状況■

生
徒
募
集

不足額56，515千円は、積立金取りくずし額及び損益勘定留保資金で補順

　
ー
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
ー

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
北

魚
沼
郡
掘
之
内
町
）
で
は
、
次
の
要

十日町の

人に

　　　　　　　　　　　グ
　　　　なりました
■谷内丑第2

箪懸霧論ら～〔38）

★
五
月
人
形
な
ど
で
全
国
的
に
も
有

名
な
埼
玉
県
鴻
巣
市
か
ら
、
十
日
町

の
人
に
な
っ
た
の
は
市
内
谷
内
丑
の

宮
沢
一
夫
さ
ん
（
二
十
八
歳
・
運
送

会
社
勤
務
）
の
と
こ
ろ
に
、
今
月
十

八
日
に
嫁
い
で
き
た
ば
か
り
の
み
ち

子
さ
ん
（
二
十
一
歳
）
で
す
。

★
「
何
の
話
を
し
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
」
と
、
妻
有
の
方
言
に
戸
惑

い
を
感
じ
た
の
が
第
一
印
象
と
か
。

他
の
こ
と
は
何
ん
に
も
ま
だ
わ
か
ら

な
い
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
も
そ
の
筈
、

新
婚
旅
行
か
ら
帰
っ
て
、
そ
の
日
か

ら
新
居
へ
の
引
っ
越
し
準
備
に
大
忙

が
し
。
　
（
今
月
末
に
は
、
城
之
古
に

転
居
し
ま
す
）

★
知
り
合
っ
た
の
は
、
今
年
の
正
月
。

一
夫
さ
ん
は
、
仕
事
の
関
係
で
、
関

東
方
面
へ
の
車
で
行
く
機
会
が
多
く

そ
の
度
に
、
埼
玉
の
み
ち
子
さ
ん
に

逢
っ
て
い
た
と
か
「
知
り
合
っ
て
短

か
く
と
も
、
デ
…
ト
の
回
数
は
多
か
，

っ
た
」
お
二
人
で
す
。

★
「
き
も
の
産
地
で
あ
る
こ
と
も
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
五
月
に
初
め

て
見
た
き
も
の
ま
つ
り
は
、
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。
き
も
の
は
大
好

き
。
し
か
し
着
る
機
会
が
少
な
く
て

．
．
．
．
。
．
」
　
「
一
度
は
、
き
も
の
の
展
示

会
、
発
表
会
に
は
行
き
た
い
」
と
、

き
も
の
に
つ
い
て
一
言
。

★
引
っ
越
し
準
備
の
慌
た
だ
し
い
中
、

て
き
ぱ
き
と
仕
事
を
片
づ
け
て
ゆ
く

姿
に
は
、
と
て
も
、
新
婚
の
人
と
は

感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
十
日
町
の
人

で
す
。

項
で
昭
和
5
9
年
度
生
徒
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

〔
募
集
訓
練
科
〕
・
建
築
科
二
十
名

・
左
官
科
二
十
名

〔
応
募
資
格
〕
中
学
校
又
は
高
等
学

校
卒
業
者
以
上
の
人
（
来
春
卒
業
見

込
者
含
）
で
お
お
む
ね
三
十
歳
以
下

〔
訓
練
期
間
〕
ニ
カ
年

〔
願
書
受
付
〕
十
月
十
七
日
㈲

～
十
一
月
十
二
日
ω
ま
で

〔
選
考
日
〕
十
一
月
二
十
八
日
㈲

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕
詳
細
の
問
い
合

わ
せ
は
、
同
校
へ
（
智
〇
二
五
七
九

四
ー
二
四
一
〇
番
）
問
い
合
わ
せ
を

「
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ス飛“Dツの秋…　来爲釦罵は雨民スボ繭ツ鶏

●体育課盈7－3111番（内326）

●市民体育館智7－5208番

10月のおもなスポーツ行事予定

主　管

“◎

会　場

　　　　　　　　　講

礁継縛

　　　　　　⑧

謁囎

行　　事　　名

参加申込みは市民体育館へ

霧
　
職
　
灘

　
　
撚

期日

％

％7

％。

％

％

％

％

％．14

％

％

％

％

％

鬼

％

10月中

10月中

曜日

（火）

㈱
㈹

）
）
日
月
（
（

（日）

（月）

休）

（木）

㈲
㈹

（十）

（日）

（日）

（日）

（日）

（火）

（火）

柔道）審判講習会

郡市中学校新人大会

第17回

市民スポーツ大会

（軟式庭球）第9回全日本高等学校

団体選抜大会魚沼地区予選会

第13回体育祭

第5回
スポーツリーダー養成講座

第17回

老人スポーツ大会

ノぐレーボール

市内婦人9人制大会

軟式庭球
ナイター講習会

水沢地区統一運動会

第6回（最終回）

スポーツリーダー養成講座

第4回
妻有街道歩け歩け大会

柔道　第23回

郡市柔道大会

軟式庭球
ナイター講習会

郡市中学校新人
クロスカントリー大会

鳥甲山登山

会津駒ケ岳登山

武　道　館

郡市内各会場

市内各会場

信濃川運動公園

テニスコート

市民体育館

市民会館

市民体育館

市民体育館

市営庭球コート

（城ケ丘）

水　沢　小
グラウンド

市民体育館

市役所～

　栃窪峠

武　道　館

市営庭球コート

（城ケ丘）

中　里　村

柔道協会

中　体　連

体育協会

高　体連

体育協会

市教育委員会

社会福祉事務所

市　老　連

ル
会

「ボトバ
協

軟式庭球連盟

水沢地区体協

市教育委員会

六箇地区体協

柔道協会

軟式庭球連盟

中　体　連

山岳協会
（アスナロ会）

会
創
協
野
岳
路
山
仙

ド
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
￥

響
－
＃
昌
－
灘
㈱
…

昂
　
　
川
田
稲
行
千
小
新
高
第
　

←

噛
翻
麺
鍵
翻
翻
翻
麺
綱
獅

鞍
鯉
．
簿
講
灘
艦
灘
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餐
二
團
．
國
囚
・
圃

一
－
五
六
七
哺
番

第・畷講義．．

　（召～％）

　参加チーム数83チーム

川治下町　　10
　　　　　　　　　0
田川町1　　　2
　　　　　　　　　　　　2

　2位　市役所（3勝1敗）
●二部リーグ

　優勝　中里BC（4勝0敗）
　2位下町BC（3勝1敗）
●三部リーグ

　優勝　津南体協（4勝0敗）

　2位マルス（3勝1敗）
※津南体協は二部リーグヘ昇格

高
山
A

申込締切9月28日㈱
　　　【】電話申込みは
　　　　　　　受けつけません。

部　　　門 会場・時間 対　　象 種　　目　・その他

駅　伝　競　争
12：30～

　開会式
（十高グラウンド）

13：30～

　出　　発

地域チーム
職場チーム
学生チーム
（高校生以上〉

女子チーム

〈コース＞・男子…十高→小林工芸前→円通寺→中条中→十日町測量→

　　　　　　　よし本食堂→十高
　　　　・女子…十高→小林工芸前→中条中→十日町測量→よし本食

　　　　　　　堂→十高
　　　　　　　　　　　　　※　※正員数6名（補員は2名）
　　　　　　　　　　　　　　女子チームは正員5名（補員1名〉

　　　　　　　　　　　　　※参加料　1チームL500円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（含保険料）
　　　　　　　　　　　　　　10　18：30参加チーム打合会
　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　5　　～　　　　市民体育館

体　　　　　操
十高東体育館
　（8：30～）

高校・一般

中学の各男女

・個人戦種目別選手権（高・一般〉

・学年別個人戦種目別選手権（中学）

パパママバレーボール

　（男女混合9人制）

十高西体育館
　（8：30～）

市内在住・勤

の既婚男女

・1チーム17名以内（監督コーチ含）

・ゼッケンを背中に

卓　　　　　球 市民体育館
　（8：30～）

市内在住・勤

の人

・中学1年（男女）　　・シニア
・中学2年（男女）　　男（35以上〉
・一般男女（中3以上）　女（30以上）

軟　式　庭　球

信濃川運動公園
テニスコート

　（8：30～）

市内在住・勤

の人

・一般男子（含高校生）A・B
・一般女子（含高校生）A・B
・婦人の部A・B

硬式テニス

城ヶ丘テニスコート（男）

十高テニスコート（女）

　（8：30～）

市内在住・勤

の人

・男女シングルス（含高校生）

・壮年男子シングルス（45以上）

・参加料400円（ボール代）

柔道

第2回市民選手権

武　　道　　館

　（8：30～）

市内小中学生

高・一般

・小学校（低・中・高学年の部）

・中学校（学年別）　　・女子の部

・初段・2段以下の部　く全個人戦＞

空手道競技会
武　　道　　館

　（8：30～）

・小中学生団体型　　　　　　　※団体は3名以内
・高校個人戦
　　　　　　　　　　　　　とし高校生は自由
・小学校低・高学年個人型

少年剣道大会 西小体育館
　（8：30～）

市内小中学生

・個人戦（トーナメント〉

　・小学生、低・中・高学年の部

　・中学生男・女の部

相撲小学生

　　新人大会
中条小相撲場
　（9：30～）

市内小学生
・団体戦（学校対抗）

・個人戦　　　　　　　※小雨決行

野
　
　
球

チャンピオン

大　会

信濃川運動公園
　野　球　場
　（8：30～）

58年度公式大会の優勝チーム

小学生大会

青少年野外スポ

ーツセンター
　（8：30～）

市内小学生
1枚1チーム（クラブ名で参加）

選手15名以内・監督1名

バスケットボール大会

南中・川治小・

十中の各体育館
　（8：30～）

一般男女
・1チーム15名以内（含監督）
　　　　亀・開会式・南中（8：00～）

魚沼スカイライン

　　ハイキング
（山岳協会） 募集定員45名

集合市役所前（8：15）

参加料300円く昼食持参＞

〈10／9開催のもの〉

バドミントン 市民体育館　（8：30～）

市内在住・勤

の人・協会員
男女ダブルス・シングルス（A・B）

サイクリング 鯖石ぶどう園へ
小学校4年以
上

参加料500円　募集人員50名
小学生は保護者同伴

磨霧軟式庭球ナイ　

10／5～12／7毎週水曜日

　　　　夜7：30～9：30

・初心者の人を対象に

・参加料無料

・申込み、問い合わせは

　　　市民体育館へ

10／15（土）・25（火）

城ヶ丘テニスコート

　　　夜7：00～10：00

・参加費用100円

当日持参ください。

　10／12休）夜7：－00～9：30

　・市民会館

　・「スポーツ傷害と

　　　　　その予防」

　　講師
　　　前島先生（十日町病院）

　※今回のみの受講の人は

　　　　200円持参ください。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ

i　犬の登録と注射についてのお知らせ　　i
l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：　昭和58年度第2回目の狂犬病予防注射及び未登録犬の　i
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コロ

1登録を裏面日程表の通り実施しますので都合のよい会場　i
ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しロ

1においでください。　　　　　　　　　　　　　　　i
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロし

：　　※対象となる犬　生後3ヶ月以上の犬　　　　　　　　1
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じし

1　　※持参するもの　（1にの申込書　　　　　　　　　　　i
曇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ：　　　　　（2）印鑑　　　　　　：1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ：　　　　　　　　（3）料金　　　　　　　　　　　：
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ1　　　　　　　　　　　昭和58年度登録犬　　1，610円　　　：
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　昭和58年度未登録犬3，710円　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
り　　　　　　　犬の登録、注射申込書　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Il

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唇1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
薯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1巳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II
I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　睦1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Il

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Il

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1腫

I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　価l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドl　　Nα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

町　　　　名

世帯主名

電話番号

犬の種類

犬の年齢 年　　　　　　ヵ月

犬の毛色

犬の性別 めす　　　　・　　　おす

犬の名まえ

犬の体格 大　　・　中　　・　小

　　　題材にして手話講習会を開催します。

●と　き
　10／6．13。20．27

　（毎週木曜日）
●ところ
　十日町市公民館

申込・問い合わせ

　高田町3南たきみやシート店

　　智2－3307
締切日　10／3

“うたは、カラオケだけでない！”

ゆ
　
　
ず
　
　
り
　
　
ま
　
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
　
名

規
　
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
　
名

規
　
　
格

希
望
価
格

応
接
セ
　
ッ
　
ト

（
テ
ー
ブ
ル
な
し
）

中
　
　
古

一
万
円

ブ
　
ラ
　
ン
　
コ

中
　
　
古

相
談
で

ミ
　
　
　
シ
　
　
　
ン

〃

相
談
で

自
　
　
　
転
　
　
　
車

二
＋
イ
ン
チ
（
低
学
年
）

〃

〃

温
風
ヒ
ー
タ
ー

〃

二
万
円

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

芳
五
千
円
位

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

（
ホ
イ
ル
付
）

〃

三
千
円

ミ
シ
ン
（
足
ふ
み
）

〃

相
談
で

水
　
　
そ
　
　
う

65
×
5
0
×
50
㎝

相
談
で

ス
　
　
テ
　
　
レ
　
　
オ

（
デ
ッ
キ
含
む
）

〃

〃

机

〃

〃

バ
イ
ク
（
5
0
㏄
）

〃

三
万
円
位

ビ
　
　
　
デ
　
　
　
オ

（
ソ
ニ
ー
べ
ー
タ
ー
マ
ッ
ク
ス
）

〃

〃

自
　
　
　
転
　
　
　
車

（
補
助
車
付
）

〃

五
千
円

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

エ
ン
ゼ
ル
カ
ー
チ
ェ
ァ

〃

〃

二
段
ベ
ッ
ト

〃

相
談
で

折
た
た
み
自
転
車

新
　
品

二
万
三
千
円

英
文
タ
イ
プ

44

キ
ー

〃

狐
あ
は
く
せ
い

中
　
　
古

相
談
で

パ
　
　
ソ
　
　
コ
　
　
ン

N
E
C
・
P
C
九
千
八
百
一

〃

〃

ホ
ン
ダ
バ
イ
ク
（
励
㏄
）

〃

十
九
万
円

　
　
　
ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
9
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

市展にどうぞ　　　　　　　　　ρ

　　　　　　　　　●

　　　　作品募集中
囹期　日　10月8日（土）午前9時～午後8時

　　　　　9日（日）　　　〃

　　　　　10日（月）午前9時～午後4時

※10月9日午前9時開場のためのテープカ

　ットがあります。おいで下さい。

囹会　場　十日町市公民館（市民会館

囹部　門　第1部／日本画

　　　　第2部／洋画
　　　　第3部／新しい美術
　　　　第4部／彫　塑
　　　　第5部／工芸
　　　　第6部／書道
　　　　第7部／写　真
囹作晶搬入日　9月30日㈹午前9時

　　　　　　　　　～午後8時半
囹出晶料　一般1点　　700円

　　　　高校生以下　500円
幽その他　詳細は市公民館市展係

　　　　（費7－5011）へ

58年度、秋の市民芸能祭を次のとおり開催します。皆様のご

来場を心よりお待ちしています。どうぞ、お気軽にお出かけ
下さい。

★日　時　10月16日（日）昼12時30分開演

★会　場　市民会館ホール　★入場料　無料

★出演団体

距棄蜘際一語踊蔭一編憂一錘騙雇印一勧繭
1十日町支部　北新田若葉会　あけぽの会　青少年ホームギl
lタークラブ寿雪の会美雪会新座寿扇会多津美会l
l銀嶺会　中条民踊愛好会　　　　　　　　　　　　　　　　1
　コ　　　　　ココ　　ロ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

●主催　十日町市公民館（a7－5011）

，磁⑤満100歳
北鐙坂・吉沢トメさん

　市内北鐙坂の吉沢トメさ

んが、11月20日で満100歳を

迎えます。

　生まれたのが明治16年。

視力、聴力もおとろえず話

し方もしっかりしています。

　昔から手先が器用で、最近まで縫物などの手仕事をやっていたそ

っです。9月13日には、本田助役、県の長谷川参事、親せきの皆さ

んがお祝いにかけつけ長寿を祝いました。

トメさんの子供等の人数…子供3人、孫13人、曽孫11人、玄孫2人。

相撲協会が黙大相撲“の収益50万円を寄付

～市国際交流文化スポーツ基金に～

　市相撲協会は、先月行われた大相撲十日町

場所の収益金を国際交流文化スポーツ基金に

寄付されました。

「多くの皆さんから民宿等でお世話になった

おかげ、本当にありがとうございました。よ

り有効に役立ててください司と田村英祐さん

（袋町）は話しておられました。

．
ノ

ゥ
鮮

◎十日町市国際交流文化スポーツ基金

　援助資金を受付中です（詳細は市報とおかまち9／20号に）
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司　　第2回狂犬病予防注射日程　　i
－　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iロ　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
し　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

li鷺地区会場　時間i
ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラじ　　　

1：　　　　川　　治　川治地区公民館　　10：30～11：30　i

Ii　　　吉田集会所13：3。一13：4。i
li努1　就業改善センター13：5。～14：2。i

－1（火）吉田　　ム　　．　il　　　　　　真田小学校　14：30～14．40　1
　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ1　　　　　　　　名ケ山小学校　15：00～15：10　：
九：　　　　　　　　　　　　　　1
日i　　十日町．川治美雪公園10：30～11：30き
頽i

l　　　　　たきよし13：30～14：30箭i％中条中条地区公民館1。：3。～11：3。り

九：　㈱　　　　　　　　　 ．　と時i　　　　　　　　　下条地区公民館　　13：30～14．20
走i　下条東下繍改善センター14：4。～15：。。り
午i

　：　　　十日町勤労青少年ホーム　10：30～11：30線
北1

　　　　　　　　　　　　　　　　レ新1　　　六　箇羽根川荘　13：30～14：00　i
　I
　　　　　　　　　　　　　　　　レ　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ表糧八箇論諺羅i淵li
＿1　（木）　　　　　　　　　　　　　1
時i　　　　水沢地区公民館10：30～11：30i
ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

土1　　　水　沢馬場飼育所　13：30～14：10　i
　　嘉i　　　野中小学校14：4・一15：・・1
　オ　 ヨ

壺i％中条新水克雪センター13：30～13：50i

部1㈹＋日町赤倉小学校14：30～15：00i
、　I
　l一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

月／日
（曜） 地区 会　　場 時　　間

川　　治 川治地区公民館 10：30～11：30

吉田集会所 13：30～13：40
努1

（火）

就業改善センター 13：50～14：20

吉　　田

真田小学校 14：30～14：40

名ケ山小学校 15：00～15：10

十日町・川治 美　雪　公　園 10：30～11：30

た　き　よ　し 13：30～14：30

％
㈱

中　　条
中条地区公民館 10：30～11：30

下条地区公民館 13：30～14：20

下　　条
東下組生活改善センター 14：40～15：00

％
㈲

十日町 勤労青少年ホーム 10：30～11：30

六　　箇 羽　根　川　荘 13：30～14：00

八箇小学校 14：30～15：00

八　　箇

関浅集会所 15：10～15：20

水沢地区公民館 10：30～11：30

水　　沢 馬場飼育所 13：30～14：10

野中小学校 14：40～15：00

中　　条 新水克雪センター 13：30～13：50

十日町 赤倉小学校 14：30～15：00

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
九
月
二
十
八
日
㈱
　
午
前
九
時

～
正
午
、
諏
訪
町
、
水
野
町
の
各
一

部
、
神
明
町
の
全
部
、
▼
九
月
二
十

九
日
㈲
、
午
前
九
時
～
正
午
、
北
新

田
第
一
、
第
二
の
各
一
部
、
城
之
古

東
町
の
全
部
、
▼
十
月
十
一
日
㈹
、

午
後
一
時
～
午
後
四
時
、
珠
川
の
全

部
、
▼
十
月
十
四
日
働
、
午
前
九
時

10

月
分
乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

10

月
5
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

55

年
4
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
　
診

10
月
1
4
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

57

年
4
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

10
月
1
2
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
3
0
分

58

年
6
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

10
月
1
7
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

57
年
1
2
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
蔚
籍
勧
婦
篠
鶏
誤
鰯
科
検
診
が
あ
り
ま
す
か
ら

～
午
後
一
時
、

土
市
第
五
、
幸
町
、
姿
の
全
部
、
▼
十

月
十
九
日
㈱
、
午
前
九
時
～
正
午
、

小
泉
第
一
、
第
二
、
第
三
の
各
一
部

　　　献血車i日程
10月2日（日）十日町高校午前10時～午後4時

　6日㈱吉沢織物午前10時～午後3時

　7日働睦　織　物午前10時～午後3時

　8日（土）十日町実業高校　午後1時～午後3時

　13日㈲立正佼成会午前10時～午後3時

　　明日といわず今献血を

⇔←）該

一　当回回
目目者

口
そ
の
他

昭
和
五
十
八
年
一
月
一
日
～
昭
和
五
十
八
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

昭
和
五
十
七
年
七
月
一
日
～
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
四
歳
未
満
の
人
で
一
度
も
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
受
け
て
い
な
い
人
と
一
回
し

か
受
け
て
い
な
い
人

投
与
方
法

生
後
三
ヵ
月
か
ら
四
十
八
ヵ
月
の
間
に
六
週
澗
以
上
の
間
隔
で
二
回
投
与

料
　
　
金
　
無
料

受
け
ら
れ
な
い
人
　
有
熱
者
・
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
・
下
痢
を
し
て
い
る
人

地
　
　
区
　
　
名

実
施
月
日

受
付
時
間

実
施
会
場

十
日
町
・
新
座
・
大
井
田
地
区

10

月
4
日
㈹

午
後
1
時
4
5
分

　
～

午
後
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
ー

中
条
・
川
治
・
六
箇
地
区

10

月
6
日
㈲

吉
田
・
下
条
・
水
沢
地
区

10

月
7
巳
㈹

該
当
者
　
満
三
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
人

接
種
方
法
　
一
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
皮
下
接
種
す
る

料
金
満
三
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
人
一
回
一
〇
〇
円
（
接
種
当
日
持
参
）

受
け
ら
れ
な
い
人
　
生
ワ
ク
投
与
・
麻
し
ん
接
種
を
受
け
た
後
一
ヵ
月
を
経
過
し
て
い
な
い

　
　
　
　
人

実
　
施

月
　
　
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

地
・
区
　
名

一
回
目

二
回
目

飛
一
小
学
校
区

10

月
5
日

（
水
）

10
月
2
6
日

（
水
）

午
後
2
時
～
2
時
10
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
30
分
～
2
時
40
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
2
時
50
分
～
3
時

枯
木
又
分
校

吉
田
小
学
校
区

10

月
n
日

（
火
）

n
月
1
日

（
火
）

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

吉
田
小
学
校

名
ヶ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
50
分
～
3
時

名
ヶ
山
小
学
校

水
沢
小
学
校
区

10

月
1
3
日

（
木
）

n
月
2
日

（
水
）

午
後
1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

水
沢
出
張
所

六
箇
小
学
校
区

10

月
13
日

（
木
）

n
月
4
日

（
金
）

午
後
2
時
～
2
時
1
0
分

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

野
中
小
学
校

中
条
小
学
校
区

10

月
14
日

（
金
）

n
月
4
日

（
金
）

午
後
1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

中
条
公
民
館

馬
場
小
学
校
区

10

月
18
日

（
火
V

n
月
8
日

（
火
）

午
後
2
時
～
2
時
20
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
50
分

珠
田
分
校

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
東
側
）

m
月
2
0
日

（
木
）

n
月
1
0
日

（
木
）

午
後
1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
ー

◎
保
育
所
・
幼
稚
園
に
通
園
さ
れ
て
い
る
方
は
、

　
日
程
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
10
月
21
日
以
降
の
日
程
は
10
月
10
日
号
に

後
日
保
育
所
・
幼
稚
園
よ
り
配
布
さ
れ
る

　
・
子
供
磯
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
て
、
問
診
票
の
記
入
が
で
き
る
¶

人
が
必
ず
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
投
与
前
は
健
康
管
理
に
十
分
注
意
。

・
投
与
日
の
朝
、
昼
体
温
測
定
を
。

・
か
ぜ
等
で
投
与
が
不
安
な
方
は
、

主
治
医
と
湘
嶽
麺
、
七
て
く
だ
さ
い
。

・
母
子
健
康
誰
帳
、
・
印
か
ん
、

・
十
日
町
市
に
住
民
登
録
の
な
い
人

が
、
投
与
、
接
種
を
受
け
た
い
場
合

は
、
住
民
登
録
の
あ
る
市
町
村
か
ら

予
防
接
種
依
頼
書
を
も
ら
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

　
※
前
記
の
も
の
を
忘
れ
る
と
投
与

は
受
け
ら
幽
赫
過
ん
。

　
・
保
護
養
鳶
な
い
人
が
同
伴
す
る

時
は
、
前
も
っ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
に

取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

…
紛
月
め
休
編
救
急
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…
．

…
2
日
大
島
医
院
（
川
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町
）
　
…
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…
　
　
上
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病
院
（
中
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…
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番
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…
9
日
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）
…

…
　
　
　
　
奮
5
の
2
0
0
3
番
…

…
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
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君
0
2
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7
6
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3
1
6
1
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…

…
1
0
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
　
…

…
（
体
育
の
日
）
奮
2
の
3
2
7
6
番
…

…
2
3
日
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
　
㎜
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盈
2
の
2
5
8
1
番
…

…
3
0
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
　
…

㎜
　
　
　
　
智
7
の
3
0
1
8
番
㎜
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